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由ら崎學本地部學各
れに部校設校高
尤定もfの置圏等
埋め長醤の學中
糾哩縦蛉
爵
學
部
設
置
の
魚
務
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
醤
學
部
九
六
別
す
る
は
、
唯
諸
君
が
容
易
に
大
學
に
入
る
こ
と
を
得
る
と
云
ふ
一
難
に
止
ま
る
。
（
中
略
）
右
等
の
統
鮎
は
ｂ
重
り
諸
讃
の
上
の
み
に
あ
ら
す
ｙ
近
來
の
壯
會
一
般
、
擦
る
べ
き
の
規
律
を
矢
ひ
、
経
に
卑
濃
無
作
法
を
も
観
て
怪
ま
ず
、
或
は
付
す
る
に
書
生
風
な
る
名
瀞
を
以
て
せ
り
。
現
に
諸
君
が
教
員
に
對
せ
ら
る
幹
様
を
見
る
に
、
大
抵
教
を
受
く
る
が
た
め
に
敬
禮
さ
る
夢
に
あ
ら
ず
、
多
は
落
第
を
恐
れ
て
艫
す
る
と
云
ふ
様
な
る
卑
劣
心
よ
り
起
る
と
思
考
す
。
」
と
辛
辣
骨
を
刺
す
の
批
判
を
下
し
、
更
に
森
文
部
大
臣
の
深
憂
と
徳
育
養
成
の
工
風
の
苦
心
を
告
げ
、
「
我
日
本
は
、
諸
人
自
重
自
敬
の
精
榊
に
乏
し
く
，
卑
隈
無
作
法
の
風
習
、
諸
君
の
身
邊
を
團
篭
せ
る
世
の
中
な
れ
ば
、
此
間
に
左
て
藷
君
が
心
を
正
く
し
身
を
修
む
る
こ
と
は
、
誠
に
困
難
の
事
業
に
し
て
、
諸
君
の
苦
心
も
推
察
さ
る
鴬
准
り
。
就
て
は
弦
に
諸
君
の
決
心
肝
要
な
り
。
夫
は
他
に
あ
ら
す
、
校
前
一
歩
皆
敵
、
高
等
中
學
は
篭
城
な
り
、
と
の
覺
悟
偏
に
翼
望
す
る
な
り
。
（
中
略
）
又
篭
城
を
欲
せ
ざ
る
人
、
又
堪
へ
ざ
る
人
は
、
会
輩
共
に
守
る
こ
と
を
願
は
歩
、
早
く
脱
去
あ
ら
ん
こ
と
を
切
望
す
、
唯
礎
餘
の
人
の
み
に
て
守
ら
ん
こ
と
を
願
ふ
な
り
。
Ｌ
と
の
確
乎
た
る
信
念
を
吐
露
し
、
そ
の
其
艦
的
方
法
、
、
の
一
と
し
て
、
從
來
字
義
の
注
解
に
止
ま
れ
る
倫
理
學
に
は
基
だ
簾
ら
か
、
日
常
行
爲
の
模
範
標
準
た
ら
し
む
る
篤
に
、
之
を
倫
理
℃
Ｄ
Ｕ
、
■
Ｕ
ｂ
、
の
教
と
し
、
究
屈
と
秩
序
と
の
肚
會
生
活
に
於
け
る
意
義
を
．
本
邦
の
歴
史
と
欧
米
の
現
状
と
に
徴
し
て
闘
明
し
、
全
寮
制
度
寳
施
℃
、
、
ｐ
Ｕ
、
に
關
す
る
決
意
を
吐
露
し
、
ｎ
肛
會
は
繋
が
ざ
る
船
の
如
し
。
此
船
を
引
留
む
る
は
、
諸
君
を
舍
て
豈
に
他
人
あ
ら
ん
や
。
向
來
日
本
の
政
治
な
り
學
術
な
り
、
之
を
領
得
し
て
、
我
國
を
進
歩
せ
し
む
る
者
は
、
青
年
の
諸
君
な
り
。
」
（
原
文
片
仮
名
）
と
激
勵
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
古
莊
校
長
は
、
翌
二
十
二
年
五
月
八
日
、
依
願
免
本
官
、
木
下
教
頭
は
、
同
月
九
日
、
教
頭
を
免
ぜ
ら
れ
、
校
長
兼
任
と
な
っ
た
。
後
の
京
都
帝
國
大
學
總
長
で
あ
る
。
第
三
節
醫
學
部
の
附
設
前
に
も
記
し
た
通
り
、
明
治
十
九
年
勅
令
第
十
五
號
中
學
校
令
第
一
條
に
從
へ
ば
、
高
等
中
學
な
る
も
の
は
、
「
實
業
に
就
か
ん
と
欲
し
、
又
は
高
等
の
學
校
に
入
ら
ん
と
欲
す
る
者
に
須
要
な
る
教
育
を
施
す
所
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
年
の
高
等
學
校
の
如
く
、
殆
ど
凡
て
が
大
學
に
進
む
べ
き
者
に
對
す
る
基
礎
教
育
の
機
關
で
な
く
、
卒
業
の
曉
仁
は
、
直
に
寳
業
に
就
き
得
る
や
う
に
教
育
す
る
爲
に
は
、
現
今
の
實
業
専
門
學
校
に
類
す
る
所
の
教
育
所
た
ら
し
む
る
こ
と
も
亦
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
に
は
固
よ
り
瞥
術
の
み
に
限
ら
ず
、
例
へ
ば
後
年
の
第
三
高
等
中
學
校
に
於
け
る
が
如
く
、
法
律
・
經
濟
・
工
學
等
の
方
面
も
あ
る
が
、
歴
史
的
に
も
、
又
必
要
上
か
ら
も
⑩
警
衛
に
關
す
る
醤
學
部
を
先
づ
五
高
等
中
學
校
に
附
設
し
た
こ
と
は
ｐ
自
然
の
勢
で
あ
っ
た
と
老
へ
る
。
乃
ち
文
部
省
は
、
明
治
一
一
十
年
八
月
廿
七
日
を
以
て
、
仙
臺
の
第
一
一
高
等
中
學
校
に
は
同
じ
く
仙
臺
に
、
大
阪
の
第
三
高
等
中
學
校
に
は
岡
山
に
、
金
澤
の
第
四
高
等
中
學
校
に
は
同
地
に
、
而
し
て
熊
本
の
我
が
第
五
高
等
中
學
校
に
は
長
崎
に
、
九
月
、
第
一
高
等
中
學
校
に
は
千
葉
に
Ｐ
夫
々
警
學
部
を
置
い
た
の
で
あ
る
。
然
ｂ
而
し
て
第
一
一
・
第
四
と
同
じ
ぐ
、
之
を
本
校
部
を
置
け
る
熊
本
に
設
け
て
も
差
支
な
く
．
殊
に
本
藤
の
再
春
舘
は
、
我
邦
近
世
醤
育
機
關
の
濫
膓
と
も
稀
す
べ
き
に
も
拘
ら
ず
、
熊
本
醤
學
校
を
避
け
て
、
長
崎
嘗
學
校
跡
に
定
め
た
こ
と
は
Ｄ
前
記
の
如
く
長
崎
が
、
明
治
の
教
育
史
上
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
。
即
ち
、
第
五
高
等
學
校
警
學
部
一
覧
中
の
沿
革
に
も
、
明
治
十
九
年
四
月
勅
令
第
拾
五
號
一
一
基
キ
第
五
高
等
中
學
校
ヲ
熊
本
二
設
ケ
同
一
一
十
一
年
四
月
其
馨
學
部
ヲ
長
崎
一
一
置
力
レ
タ
リ
抑
モ
長
崎
ハ
古
来
外
國
互
市
ノ
要
衝
タ
ル
ヲ
以
テ
西
洋
百
般
ノ
學
藝
概
子
長
崎
ヲ
経
テ
輸
入
セ
サ
ル
ハ
ナ
ク
我
警
學
部
ノ
如
キ
モ
第
二
章
古
城
時
代
の
本
校
と
長
崎
欝
學
部
九
七
、
限開校式
學行爪鵬蹴輸
開校式概
況 鮴峨鯛騨
本校の定
員
雨陛下の御嶌眞を下附せられＤ四月十日⑰九州地方誓各醤學校生徒にして入學を許可せられた者三百六十九人の
中、登校者一一百十人に對して、假開校式を行ひ。七月、更に七十名を限って生徒を募集し、艫格検査の外、尋常
中學校の程度に依って、園語及漢文、英語、數學（算術・代数・幾何）、博物（動物・植物）、物理、化學に就いて
試験を施行し、十月四日、正式に開校式を筆行し、翌十六日、授業を始めたのであるが、出席者は二百五十名で
あったのである。今、十一一月五日付を以て、本校に報告せる「開校式概況」を記せば、
十月四日當校薔學部開校式執行二付キ午前第七時職員一統制服一一テ昇部接待係等各豫定ノ事務ヲ捲當ス式場ハ
欝學部艦操場ヲ以テ之一一充テ其東隅一一日覆ヲナシ一一一面ヲ天幕一一テ園ミ花瓶威箇二芒菊等ヲ挿入シ左右ノ案上一一
置キ其中央二卓子ヲ置キテ祇詞演述ノ所トス午前九時三十分第一集合鋼叺一一テ鵠操教員生徒ヲ中隊二編成シ式
場ノ前面二整列セシム次二職員一統式場ノ右方一一着席ス次二部長來賓ト共一一臨場此時一同散禮了テ来賓ハ式場
ノ左方二設ケアル席一一着ス於是式掛各漬述者ノ姓名ヲ順次高唱スルト共一一各自演述又ハ祇詞ヲ述プ第一校長代
理教頭西糀貞校長ノ祇詞ヲ朗讃シ了テ演述ス第二部長演述第三生徒總代谷崎充吉答詞第四長崎醤院惣代原口謙
爾覗調第五獣瞥學士深見次郎演述第六助教諭東次郎演述第七教諭大谷周庵演述第八長崎縣書記官中村次郎演述
第九文部省専門學務局長杉浦重剛演述畢テ高柳非職陸軍歩兵大尉開校式ヲ駅シタル自作ノ軍歌一曲ヲ唱シ生徒
ヲシテ唱和セシム於此式全ク畢ル夫ヨリ部長来賓ヲ誘導シ解剖場二至ル此日死鵠登個ノ解剖一一供スベキァリ東
助教諭刀ヲ執り来賓ノ面前一一於一ア頭及腹部ヲ解剖ス後チ來賓ハ各教場ヲ回覧シ正午十一一時退散ス同日午後藤定
ノ如ク中島師範學校鵠操場一一テ生徒蓮動會ヲ開ク兼テ該場中虚二天幕ヲ張り来賓席奏樂所等四方二設置シ其中
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本校部は、定員を本科豫科六百九十人、欝學部は、四百人と定められたが、本校部が未だ遠く定員に充たなか
ったやうに。嘗學部は、二十年八月一一十七日を以て設置せられ⑪二十一年一一一月一一十一一一日付を以て、嘗學部長職務
規定を定められると同時に、長崎縣警學校長吉田健康氏が、本校教諭嘗學部長を命ぜられ、四月一日，長崎縣西
彼杵都下長崎村字稻ケ嶽長崎縣長崎嘗學校跡に開設、事務取扱開始の旨を九州各縣に通知し、八月十七日を以て
と記されてゐるのである。
と
記
さ
れ
、
更
に
明
治
二
十
一
年
十
月
五
日
の
官
報
教
育
の
項
に
は
、
長崎欝學枝ハ本年之ヲ改良シ外國人プッヶマヲ嘗監トシ更二醤學士三名ヲ病院醤員二兼任セシメ其捲営畢科一一
從上之力醤長トナシ臨床講義ヲシテー層充全ナラシメヌ解剖場中二設ケタル講堂ヲ厘分ス且シ屍鶴ノ數増シテ
四十五艦ノ多キー一及ヒシヲ以テ施術殆ト虚日ナキヲ得タリ又従来醤學生徒ハ櫛ネ優柔一一シテ絶ヘテ有爲ノ氣風
ナキヲ以テ之ヲ矯救セン事ヲ計り兵式鵠操ノー科ヲ加ヘタリシカ生徒ノ緊動大一一其襯ヲ改〆グリ職員ハ校長一
名教員十一名蘭人馨學士一名瞥學士一一一名其他獣醤學士東京大學製薬學卒業者等ナリ生徒ノ数ハ百三十一一一名卒業
セル者二十一名アリ其實費ハ八千六百十三圓餘ナリ
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八
亦此地ヨリ輿リタルヲ以テ嘗術二名アルモノ前後相踵テ輩出セリ故一一本部ノ此地一一設置セラレタルモ此縁・由二
關スルコト少ナヵラサル可キナリ襲二長崎縣立嘗學枝ノ設ケァリシカニ十年九月ノ公布一一係ル勅令第四拾八號
二擦り一一十一年三月同校ヲ歴セリ是二於テ暇リニ本部ヲ蘆長崎醤學校ノ校舎一一置キ其書籍器械ノ加キモ亦智之
ヲ供用ス云々
’
九州各縣
出身生徒
比較表
稚氣満を、木調そのものシ如き感があるのである。而して軍歌に就いては、本校の修學旅行の際など、必ず高唱し
・たもののやうであるが、文部省は、明一一十一年九月十七日付を以て、第一高等中學校豫科第一一級の學科課程中、
兵式鵠操一週五時間の内に軍歌を加へ、正科として一時間を課することを許したくらゐである。當時の好尚を察
することが出來よう。
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一○○
央ヲ運動場トス一時一一一十分ヨリ午前ノ加ク生徒ヲ中隊二編成シ鵠操教員之ヲ指揮シ同場一一至り第一護ノ烟火ニ
テ生徒ノ遊戯ヲ始ム第一旗拾競孚第一一徒歩競孚第一一一一一人三脚競争第四徒歩競争第五盲目競孚第六一足競事其他
鉢捲奪上擴架演習等ヲ爲ス此間一遊戯経ル毎一一海軍樂ヲ葵シ且同場ノ東南風頭上二於テ烟火ヲ場グ三時一一一十分
遊戯全ク畢ル四時ヨリ再生徒ヲ中隊一一編成シ場ノ中央一一整列セシメ各競争二勝ヲ得クルモノヲ其前面一一呼出シ
部長目ラ賞品ヲ授與ス賞品ハ一等ヨリ三等一一分チ一等ハンカチ－フ’’一靴下四足一一等ハンカチーフ一一一靴下一一足一一一
等ハンカチーフ一一靴下一足ニシテ一等賞ヲ受ケシモノ六人一一等賞ヲ受ケシ者六人三等賞ヲ受ケシ者五人ナリ此
間海軍樂ヲ秦ス式畢ルャ助教諭高屋賀鮎ノ開校ヲ疵スル軍歌ヲ生徒一一唱歌セシメテ蓮動會ヲ始ム其聲清朗其鶴
勇壯大一一當日ノ輿ヲ増シ來賓ノ喝采ヲ樽シタリ薄暮一一到り立食ヲ供シ了テ各退場ス此日謬會シ式一一列スルモノ
控訴院長人見恒民長崎縣知事代理書記官中村次郎共他諸官衙長官縣立學校長縣會議員諸會肚長開業馨師及新築
費中金百圓以上寄附シタル者等無慮百有餘名運動場一一來會スルモノ露國軍艦乗込士官等其数午前一一倍シタリ此
日運動會ヲ観ントスル者該場ノ四面一一廣集シ立錐ノ地ヲ餘サス爲〆一一紛雑ヲ極〆警官ノカヲ籍ルー一至ル以テ共
隆盛ナリシヲ知ルヘシ當日ノ耐詞及演述筆記等ハ別紙一一記載ス
欽事明細にして。其の式に臨み、其の場に列するの恩がする。而して軍歌も亦、當時の風潮を知るに足ると老へ
るので、第一節を採録して見る。
夫し我ガ高等嘗學部ハ崎陽ノ室一一甕へ立チ昇ル旭ト諸トモーー開クル今日ノ幸ヒハ
又無キ日出度キ吉日ゾ勇メヤ祗へ諾トモ一一此地ハ原來我國ノ嘗學ノ古基ト云う土地ゾ
集
ル
生
徒
ハ
我
國
ノ
共
名
モ
高
前途一一望ノアル人ヲ撰ミ出
何レモ其科一一蕊奥ヲ究〆修
最
モ
貴
ク
赤
心
ヲ
脳
ノ
底
迄
染
「
ヒ
ホ
ク
ラ
テ
ス
」
ヲ
始
ト
シ
眼
内科一一於テハ「ニーコィヱル」
数多ノコトクトル」アル迂モ
死ストモ通ウサデ置クベキカ
二十一年四月十四日の讐學部生徒略表に依れば、
縣
名
入學人員
出席人員
大
分
四十三人
三十二人
熊
本
八
十
五
人
六十一人
禧
岡
七
十
八
人
三
十
九
人
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共名モ高キ九州ノ國々ニテモ知識アル義氣勇鵬ヲ傭へタル
ヲ撰ミ出ダセシ若モノゾ是ヲ導ク教員ハ文武ノ人々数多一一テ
ヲ究〆修メシモノナレバ朝ナタナノ教訓一一技術禮育諾トモ一一
脳ノ底迄染込マセ忠義ノー字ヲ基トシテ一心フランニ勵ミナパ
始トシ眼科一一於テハ「タレープヱＬ氏婦人科一一テハ「シュレーデル」
‐コイヱル」外科一一一於テハ「ピルャート」其外世界二有名ノ
アル辻モ何ノ物トモ恩フペキ一度ピ立テシ目的ハ必ズ通ウサデ置クベキヵ
病
氣
事
故
一人
四人一人
無
屑
妖
席
十人
二十人
三
十
八
人
一
○
一
》獺繍榔 警學部規則
右の通りであるが、出席人員は、熊本の六十一人を筆頭に、長崎の五十九人、一幅岡の一一一十九人、鹿兒島の三十五
人、大分の三十一一人の順となり、佐賀・宮崎及び沖繩よりは一人の入學者もなかった。（明治一一十一年七月七日
の官報に從へば、入學許可者總計三百四十九人、長崎八十八人、佐賀一一十七人、一鵡岡七十七人、鹿兒島四十一人
熊本六十一人、大分四十一一人、山口七人、宮崎一一一人、高知四人、京都。兵庫・岡山・愛媛・愛知・島根・滋賀各一人、
而して甲級に者四十一一人、乙級に九十六人、丙級に百十九人、丁級に九十人で、以上は試駿を須たずして入學を
許可せしものである。）又、大分縣を立醤學校の如きは、明治一一十一年三月一一一十一日限り艤校したのである。
警學部規則に擦って、その内容を述ぶれば、規則第一章總則第一條に、可本部ハ明治十九年四月勅令第十五號
中學校令第三條一一基キ之ヲ設置シ譽業二就カント欲スル者二警學全科ヲ教授スル所トス」と示されてゐる通りで
あるが、學科課程は、四學級とし、一塁年を以て一學級を経るものとなし、一一十三年六月を以て附設せられた藥
學科は、三學級三年として、左表の如く定められてゐる。
而して高等中學校醤學部の學科及其程度に就いては、明治一一十年九月十七日、文部省令第九號を以て定められ
たのであるが、吾が嘗學部に於ては、固よりそれに従って左表の如く定められて居り、省令と科目に愛ｂはな
いが、各科配當の時間數竝に授業時數に多少の相違があるのは、如何なる理由によるかを明かにしない。
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試業規程は大同小異であるので敢て記さぬ。但、本校部と著しき相違があるのは、全科を卒ｂたる者に對して施
行せる卒業試問であって、該規程も十六條より成り、相當困難であったことが察せられる。かくして卒業試問に
及第したる者に授與せらるべき卒業證書には、各科目の下に、各試問委員の官位動姓名捺印の後、部長も同様に
署名押印し、「嘗學部長何某ノ證明ヲ認了シ第五高等中學校ノ印ヲ針シ予ノ名ヲ署己として、年月日の上に校印
を押し、第五高等中學校長官位動姓名捺印せろは云ふまでもない。
生徒心得第一款九項及び第一一款五項の根本は、本校部と鍵はないが、中に就いて、第一款第六項に、「生徒ハ相
互一一金銭ヲ貸與スヘカラサル事Ｌ、第七項に、「政治時勢ニ關スル議論演説投書其他一般ノ風紀ヲ風シ及靜論ヲ妨
害スル等ノ所行アルヘカラサル事」、第八項に、「生徒ハ部長ノ許可ヲ得ル一一非サレハ本部ノ内外ヲ問ハス多衆集
合スヘカラサル事」、第九項に、「命令及示達等ハ決シテ誹議スルヲ容サス直一一之ヲ服行スヘシ若シ命令一一於テ不
便アリトスルモ必ス服行シグル後一一非ラサルハ敢テ梱訴歎願等爲スヘカラサル事」等は、本校部のそれと鞘趣を
殊なるものがあり、寄宿舍規程の中、第九十四條の「食堂一一在テハ極テ靜粛ヲ旨トス可シ決シテ食物ノ粗豐良否
等ヲ談スベカラス但賄方一一不都合ノ事アラバ総テ舎監一一申出ツペシ生徒直接一一是非スル事ヲ禁ズ」もさることな
がら、第九十五催の、「小説稗史ハ勿論課業上必要ナラザル書籍及新聞紙等本部ノ試可ナキモノヲ閲覧スベヵラ
ズ」に至っては，恂に今昔の感に堪へざるものがあるのである。
尚又、順良・信愛・威重の氣質を鍛錬し、紀律を保持する爲に、生徒編制規程入條を設け、在舍と通學とに拘
らず、生徒總員を一一つの畢生團に分ち、一一一年四年の生徒を以て第一學生團と稲し、一年一一年を以て第二畢生圏と
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入墨の時期は、申すまでもなく新學年の九月十一日であるが、時宜により臨時入學を許すこと画し、入學を許
すべき者の年齢は、第一年級に於ては十七年以上、第一一年級に於ては十八年以上、其餘は之に準することとと
し、第一年級志願資格は、品行端正、身鵠健康にして、高等中學校豫科、或は尋常中學校の課程を卒へたる者、
若くは之と同等以上の學力を有する者たるべく、前記の豫科及び中學の卒業證書と有せざる者に對して肱、相當
の試験を行ひ、第一一年級以上の志願者に對しては、先づ第一年級に入るべき學力試業及び鵠格検在を経たる後、
當該級生徒の履践せし諸學科の試業を受くへく、但、高等中學校溌科、或は中學の卒業者に對しては、前項の如
く第一年級に入るべき學力試驍は之を除き、而して入學試業に合格せる者が、募集定員を超過する時は、更に合
格者の内に就いて選抜することとされてゐたものである。
而して規則第一一十二條に從へば、「生徒ハ總テ寄宿舎一一入ラシムル者トス但シ巳ムヲ得サル事故アルモノハ父兄
若クハ之一一代ル可キ充分ナル監督者ノ許一一アルモノ一一限り願一一依り通學ヲ許ス事アルヘシ」として、明かに全寮
主義を採ったが、経費上の都合を以て、二十一一一年一一月末日限り當分魔止の旨、吉田部長より、校長代理文部省
参事官西邨貞氏宛開申してゐる。
又、無届欲諜者に對して行状黙を減ずることや、退學せしむく含條件等は本校部と愛ｂなく、其他の進級及び
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入 欝時の職
員氏名
第一同卒
蝋端鱸職
職員はｂ陸軍一等軍警教諭吉田健康氏を部長とし、教諭には、古田氏の外、大谷周庵、田代正、栗本東明、高
畑挺一一一・高山尚平・牧田安藏・關成治・大西小三大の諸氏で、助教諭は、藏田孝貞・東次郎・森永伊吉・里見健
篝・高屋賀祐・秋吉季五郎・鈴木貞政の諸氏・嘱託教員は、歩兵大蕾尉高柳信昌。池邊榮次郎・關屋十八・中村準
の諸氏、舎監は書記野村精一・退職歩兵少尉蓑田春堯の一一氏、書記は野村氏一名、傭員は、右田富七郎・京直温・
一一一輪與市・角尾好義・稻葉鶴太・友情讓・｜瀬雄三郎の諸氏、嘱託事務員は島田順七・鹿兒島時成の一一氏である
が、鵠操科婚當に、助教諭二名と囑托教員三名があったことは、入學式の際に於ける軍隊編成や軍歌高唱と共
に、注目すべきことではあるまいか。而して讐學部に於ても、兵式鵠操を課する關係上、一一十一年六月八日付を
以て、文部大臣宛、エンピール銃一一百挺購入に就いて伺書を出してゐるのである。
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穗し、各學生團を四分して畢生小團と爲し、畢生小團を二分して畢生小團と篤し、之を更に二分して畢生分團と
爲し、各分團を三名乃至四名を一組として學友と爲し、各學生團に、畢生小團長四名、同半小團長八名、同分團
長十六名の役員を設け、｜學期を以て任期と爲し、半小團長以上半数は主事之を特選し、其他は輪番を以て之に
充つることとしたのである。而して役員は、小團長は三個、半小團長は一一個、分團長は一個の眞鏡製直径六分五
厘の星形の肩印を左肩に附して一般團員と塵別し、自ら範を垂れつ夢、舎監の指揮に從って、部下の風紀行状を
監覗せしめたのである。
八名を出してゐる。本部に還附されてゐるところの「第一同卒業證書授與式概略」は、左の通りである。
本月一一十六日本部第一同卒業證書授與式ヲ墨行シタリ今其概略ヲ記サン一一午前八時一一一十分生徒一同氣ヲ付ノ劇
叺ニテ鵠操教員ノ指揮二従ピ式場（運動場）ノ前一一整列ス式場ハ入間二七間ノ假屋ヲ設ヶ其中央二圓臺ヲ裾へ
左右一一花瓶ヲ置ク部長來賓ヲ誘導シ式場二臨ムー同敬禮部長校長一一代り授與式ヲ暴行スル旨ヲ披露シ且其祝詞
ヲ代讃ス次一一書記卒業生徒姓名ヲ朗讃ス了テ部長卒業生一一一拾八名二卒業證書ヲ授與シ尋テ演述ス卒業生総代井
崎貞一郎謝辞ヲ陳フ夫レョリ生徒一同卒業生ヲ祀スルノ軍歌一曲ヲ秦シ式至ク畢ル本日式場一一列シタルモノ各
官衙長官外國領事縣官郡市吏縣會市會議員及外國紳商卒業生徒親戚新聞記者及夫人等無慮百除名ナリシ同日午
後第一時ヨリ西彼杵郡女赫一一於テ端舟競漕會ヲ開設ス豫テ同所ノ消毒所ヲ以テ來濱ノ観覧場一一充テ其傍ヲ海軍
樂隊奏楽ノ所トス其審判ヲ露國海軍大佐カデリウロン氏同中佐へウリフ氏同中佐アカセリーーノソ氏及海軍大射
坂本八郎二托シ競漕一同毎－一楽ヲ秦シ競漕ヲナス七回各々勝敗アリ了テ來賓一同一一立食ヲ供シ第六時散會ス臨
會スルモノ午前一一倍シ最モ盛會ナリシ
右に就いて露國海軍を人に審判を依頼せることも、時勢の然らしむる所と、云ひ知れぬ興味を唆られろ。
警學部の課程は四年であるが、既述の如く、入畢生は斯學修得中で、一一十一一年秋には、第一同卒業生として一一一十
第一同卒業式
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